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飛騨地方に霊サる天明天保頃の天候’
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　1．　まえがき

　飛騨高山市の東北約・10km海抜約700米の所に大野郡

丹生川村大萱という山村がある．ここの新家孫衛氏の家

に元醸の頃がら近年までの暦が保存されている．その中
　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペ
安永の頃からの暦には欄外に天候を記号で記入し，農時

その他の事も簡単に記入されている．1755年（安永4年）

から『1841年、（天保11年）の約70年間は六兵衛（横山言

局）という人の19才から88才にいたる1代記入されたも・

ので，天候は暦の日々の所の欄外に第1図のような記号

そ刻明ピこ記入されている．この記録を整理してみると17

－56年（安永5年）から1809年（文化6年）までの34年間

と1830年（天保元年）から1841年（天保12年）’までの12

年間はほとんど毎日欠かさず記入されているとみてよ

い．この前後合せて45年間のうちに夫明の大凶作，天保

の大凶作の時代がふくまれている．この大凶作はこの地

声も他地方と岡様に大飢饅で・その様子と天候の不順を

記したものが残っている．例えば，「び天明3年醸造を禁

止し百姓草根木皮により命をつなぐ”　ガ天明4年米価騰

貴し，百姓の困窮さらにいちじるしい”『天明7年5月下

旬より土用中雨降り続き大凶作．幕府より2千21両の夫食

金を借りるび」．天保2年米価騰貴し高山に窮民一揆あり

天保4年6月頃土用中降雨続き作物熟さず天保7年土用

中雨降り続き朝夕は綿入袷を着し，餓死多し等である．

この地方は高冷地で他の中部山地・東北地方とともに天

候と農業の関係さ類似点が多く，ここに書き残された天

燥の記録からかかる歴史上の大凶作の頃の天候をうかが

うことは盗する所があると思う．

　2．　資料‘こつし、『ご

　さてこの旧暦の欄外に書かれたものを新暦になおして一

わかることは，降水日数・降雪日数・しみ日数・しも日

数・初終霜の期日・初終雪の期日・籾まきの期日・田植，

の期日・蚕のはきたて期日等であった．これらを整理し

たもののうち各年の月別降水日数と最近50年間．（1901－

1950）の高山の日量0．1粍及ぴ1．0粍以上の降水日数と

比較すると，月平均降水日数では第2図，月別降水日数

の全年，夏半年，冬半年，及ぴ1月4月8月の出現頻度

では第3図のような関係になる．

　これを見るとこの歴史時代4与年間の降水はほぼ現在の

0．1粍以上と1．0粍以上の観測値の中間にある．両時代　’

についてこの位の年数を取扱えば降水日数にいちじるし
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い大差がないものとすると，この歴史時代の観測値は夏

期については0・1粍より多く1・0粍より少ない位の降水’一＝態

のあつき日以上を降水と記録していることひこなるルか，lll

し夏期と冬期では差異がはっきりしている・出魏率の☆

信頼限界を信頼度go％欄べてみると歴史時代のものと鷹

1・0粍の間にはどの部分も有意な差はほとんどないが0．1、、妻

粍の方には2，3の部分やこ見当るので，どちらかといえ　1譲

ぱ1．0粍に近く，それ以上の日を雨と記入して“るとみ　勝

なされる．冬期ば0・1粍よりいちじるしぐはなれヂ110亡’灘

粍の方に瓶この地方の冬期φ降水日数の大部分は降＼・、諜

雪磁であるから鋒割数で調べて樋と・この時代・講

欝購灘濃顯繋覇講講
いこの地方では斗・0粍以下の降雪ま雪の日として記録し一』噂

なかったということも考えられる．とにかく，降水降雪　一．11

を昼・夜・少量・雷雨等と分けて同一の人レ；より記録さ　一．

れたものであり，前述の如く最近と比較してみると夏期．．漣

臓・L・粍より少な曜度の雨以上が記ノ＼され，冬期は．撃

1・0粍以上のものが記入されているど推定レて差支えな・1受
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　かかる程度の降水の資料と考えられる月別降水日数の　麟

うち米作に関係深い7月8月の年々の変動を早ると第4題、耀

図のようになる．これからわかるように月20日以上も降、
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　第2図　歴史時代と高山の月別平均降水日数
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第3図
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歴史時代と現代の高山の1．Ommおよび0．1mm以上の
月別降水日数の出現頻度

水のあった年は7月に15回，8月に6回ある．’更に同年

の7月8月と続いて降水日数の多い年をあげると第1表

の6回である．天明6年についてみると7月2日から降

り始め9月5日までの65日間に断続して51日降ってい

る．降らなかったのは7月中に所々1日ずっ4日，8月

　　　　　　　　　，第　1　表

1779年

1786年

1787年

1779年

1833年

1836年

（安永8年）

（天明6年）

（天明7年）

（寛政7年）

（天保4年）

（天保7年）

降水　日　数

7　月

24日

25日

26日

21日

18日

20日

8　月

中は中旬に2日3日と2回続き，

あとは所々に1日で合せて9日の

みである．

　これを高山の最近50年間で比較

すると，月20日以上降水のあった

年は1．0粍以上で7月に3回，’8

．月に1回のみであり，0・1粍以上’

さも7月に11回，8月に4回であ

る．また7月8月と続いて多かっ、

た年をあげると，1．0粍では1905

年の14日，20日があるのみで，

0．1粍以上でも次の3回であろう．

　これらを比較すると天明天保をf

含むこの期間は夏期にいちじるし

く多雨の年が確かに多かったとい

える．そして明治38年よりも更に

多かったと推定される．

　また歴史時代の凶作年で夏期冷

涼多雨のときはそ砂冬期は温暖で

寡雪であったともいわれている．

そこでこの時代の夏期（6・7．・8

月）の降水日数と冬期（12・1・

2月）の降雪日数との関係をみる

と第5図のようである．夏期にい

ちじるしく降水日数の多い年の冬

期はおおよそ寡雪となっている．

その多くは凶作年にも当てはまる

が，相当しない年もある．また高

山の2月の降雪日数と平均気温，

8月の降水日数と平均気温との関1

係をみると第5図の右のように，

単純な関係ではないが，降雪降水

日数が多い程気温も低い傾向があ

る．この事実によってこの歴史時

22日

22日

19日

20日

25日

，18日

代の降水日数と降雪日数の状態から冬期温暖夏期冷涼の

関係が推察される．

　4．　米作との関係

　この時代の天候と米作の豊凶との関係はこの地方の米

収の姿料を得ないので明確なことはいえない．ただこの

堆方に年々の米価を記録したものがあり，これを両に換

算したものと，荒川博士が紹介された諏訪見出の睾凶記

　　　　　　　　　　第　2　表
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1905年

1910年

1948年

（明治38年）

（明治43年）

（昭和23年）

降　水　日　数

7　月

17日

21日

25日

8　月

24日

24田

16日
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第4図　歴史時代⑦7月・8月り降水日数の累年変牝．

　　　辱下は諏訪見出の豊凶と飛騨の米価変動．

録からとで，この地方の豊凶め程度の大略をみると第4

図下方のようになる．　（諏訪の天候は比較的飛騨と類似

している、）降水日数と米価（豊凶〉とは部分的な所ま

で必ずしもよく一致していないが天明天保の頃の如きい

ちぢるしい所ではよく一致している．ただ米価は前年度

来の豊凶作の状態がその年まで影響しているようであ

る．見出の豊凶作と降水日数との関係は，大不作7回の

うち4回は7月8月共に降水日数がいちじるしく多く，

3回は7月に多く3月は多くない．不作11回のうち3回．
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